
VUEがもたらす      
クライアント・コンピューティングの変革
インテル IT部門では、仮想ユーザー環境（VUE）の開発を進めています。この新しいアプ
ローチは、IT部門がユーザーに提供しているコンピューティング・サービスを一新する可
能性を秘めています。VUEは、任意の対応クライアント・ハードウェア上で動作するマネー
ジド（IT部門管理下の）仮想 ITコンテナを利用しています。そこでは ITアプリケーション
およびデータはストリーミング配信されます。VUEは、インテルにおける根本的に新しいビ
ジネスモデルを実現します。すなわち、従業員は自分で選んだクライアントPCを購入でき、
インテル IT部門ではクライアントPCの構築とサポートが不要になります。従業員は、さま
ざまな機器を使用して ITサービスにアクセスすると同時に、個人のアプリケーションも使
用できるようになります。
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エグゼクティブ・サマリー
インテル IT部門は、クライアント仮想化やストリーミングなどさまざまな最新テクノロ
ジーを組み合わせた、新しいコンピューティング手法を開発しています。このアプロー
チは、IT部門がユーザーに提供しているコンピューティング・サービスを一新する可
能性を秘めています。

仮想ユーザー環境（VUE）と呼ばれるこの手法は、仮想化に対応した任意のクライ
アント・ハードウェア上で動作する仮想 ITコンテナを利用します。IT部門は ITポリ
シーに従って VUEを管理し、ストリーミングを使用して ITアプリケーションおよび
データを VUEに配信します。この環境は仮想マシン（VM）の内部で動作するため、
保護されます。したがって、従業員は IT環境に影響を与えることなく、個人のアプリ
ケーションおよびデータ用としてもクライアントPCを同時に使用できます。

VUEは根本的に新しいビジネスモデルを実現し、IT部門と従業員のいずれにも大き
なメリットをもたらします。

•  従業員は、IT部門が選定した少数のプラットフォームに制約されることなく、自分
で選んだクライアントPCを購入できます。

•  インテル IT部門は、クライアントPCの構築、配布、サポートが不要になります。

•  IT部門は IT資産のみを管理し、個人のデータおよびアプリケーションは管理しま
せん。従業員は VUEの外部で個人のアプリケーションを使用できます。

•  ユーザーはデバイスに依存しないモビリティーを手に入れ、さまざまなコンシュー
マー機器やモバイル機器を介して ITサービスにアクセスできます。

インテル IT部門では、現在または今後 18カ月以内に利用可能なテクノロジーに基
づいた初期設計を開発し、この設計に基づいた作業プロトタイプを構築しました。ま
た、今後 2年間にわたるVUEの進化のビジョンも作成しました。

IT部門では、インテル社内の各事業部、サプライヤー、他社の IT組織と協力し、この
手法のメリットについてさらに調査と分析を続けていきます。

VUEは根本的に新しい
ビジネスモデルを実現し、
IT部門と従業員のいずれにも
大きなメリットをもたらします。
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ビジネス課題
従来のクライアントPCコンピューティング・モデルは、モバイル化が進むインテルの
ユーザーを効果的にサポートしてきました。インテルの従業員の約 80%が、主なク
ライアントPCハードウェアとしてノートブックPCを使用しています。ノートブックPC

を使用して、オフィスでも外出先や自宅からでも、すべての ITアプリケーションにア
クセスできます。

しかし、従来のクライアントPCモデルには、IT部
門と従業員のいずれにとっても欠点と制約があり
ます。

•  クライアントPCを構築するには、インテル IT部
門がメーカーからノートブックPCを購入し、メー
カーが事前にインストールしたソフトウェアをす
べて削除して IT部門が選定した独自ビルドで置
き換えてから、ユーザーにマシンを配布する必要
があります。長年にわたって IT部門はこのプロ
セスの合理化を進めてきましたが、現在でもか
なりの時間を要し、ユーザーへの新しいシステ
ムの配布が遅れる傾向があります。

•  総保有コスト（TCO）の削減と効率の向上のた
め、IT部門では少数のクライアント・ハードウェ
ア・プラットフォームと限られた数のソフトウェ
ア・アプリケーションに基づく標準化を行ってい
ます。このため、ユーザーの選択肢が制限され、
ユーザーの生産性も制約を受けます。

•  スマートフォンなどのモバイル・コンピューティン
グ機器を含む個人のコンピューティング機器
を所有する従業員が増えていますが、これらの
機器を使用した企業のデータおよびアプリケー
ションへのアクセスは制限されています。

•   クライアントのハードディスク・ドライブ上に企業
のデータと個人のデータが混在しているため、
企業のデータにのみ ITポリシーを適用し、個人
のデータをユーザー自身に管理させることが困
難です。

インテル IT 部門のエマージング・テクノロジー・
エンジニアリング・チームは、新しいクライアント・
コンピューティング・モデルの構想に取り組んで
います。2007年前半、IT部門は、インテルのクラ
イアント・コンピューティングの根本的な変革、既
存の問題の解決、さまざまなビジネス・ベネフィッ
トを実現する可能性がある新しいアプローチの
議論と開発に着手しました。

その時点で、IT 部門は、アプリケーション・スト
リーミング、仮想化、オープンソース・ソフトウェ
ア、ホステッド・コンピューティングなどの多くの最
新テクノロジーについて検討しました。その結果、
これらのテクノロジーを統合して新しいコンピュー
ティング環境を開発すれば、それぞれのテクノロ
ジーを個別に適用するよりもさらに大きなメリット
をもたらすことが判明しました。
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ソリューション
インテル IT 部門のアプローチは、任意のクライアント・ハードウェア上で動作する
仮想 IT環境に基づくものです。IT部門は、ストリーミングを使用して ITアプリケー
ションと企業データをこの仮想環境に配信し、リモートで仮想環境を管理します。IT

環境は VM内で動作するため、保護されます。したがって、従業員はクライアント上
の仮想環境以外の領域を個人のアプリケーションやデータ用としても同時に使用で
きます。また従業員は、さまざまなクライアント機器を使用して、各機器から自分の
IT環境にアクセスできます。この手法が実現されれば、IT部門とユーザーの双方に
さまざまなメリットをもたらす新しいビジネスモデルが可能になります。この構想は、
仮想ユーザー環境（VUE）と呼ばれます。

最新テクノロジーと変わりゆく
コンピューティング・モデル
VUE構想は、図 1に示すように、過去数年間に出
現したテクノロジーとモデルを利用するものです。

増え続けるデバイス
かつて、従業員が使用するコンピューターは、
インテル IT 部門が提供したものに限られるのが
普通でした。現在では、多くのユーザーが自宅に
PCを所有し、スマートフォンやモバイル・インター
ネット機器（MID）などの小型コンピューティング
機器も携帯しています。現在、これらの機器から
の ITアプリケーションへのアクセスは制限されて
いますが、VUEの導入後は、従業員が所有するこ
れらの機器上ですべての ITサービスを提供でき
るようになるかもしれません。

オープンソース・ソフトウェア
従来、エンタープライズ・ソフトウェアは大手ソフト
ウェア・メーカーのみが供給していました。現在で
は、オープンソース・ソフトウェアやフリー・ソフトウェ
アの数が増え続けています。Linux*、オープンソー
ス・ブラウザー、オープンソースのオフィス系ソフト
ウェアを採用した代替VUEを開発し、ユーザーのグ
ループにストリーミング配信することも可能であり、
実際にそうすれば、コストの削減につながります。

ユビキタス・ネットワーク・アクセス
現在では、ほとんどの地域でブロードバンド・イン
ターネット・アクセスが利用可能になりました。さら
に、Wi-Fi*アクセスポイントの増加やWiMAX*の
登場により、「いつでもどこでもネットワークに接続
できる」状態に向かって進んでいます。

• 増え続けるプラットフォーム機器
• オープンソース・ソフトウェア
• ユビキタス・ネットワーク・アクセス
• アプリケーション・ストリーミング
• 仮想化
• ホステッド・コンピューティングと
 クラウド・コンピューティング
• ITのコンシューマー化

• 新しいクライアント・ハードウェア配布モデル
• ポータビリティーと機器に依存しないモビリティー
• ITの標準化とユーザーの選択肢の両立

仮想ユーザー
環境
（VUE）

図 1. テクノロジーと変わりゆくコンピューティング・モデル
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ストリーミング・テクノロジー
ストリーミングでは、エージェントを使用してクライ
アントにOSとアプリケーションを配信します。クライ
アント上でローカルにソフトウェアをインストールす
る必要はありません。これには、管理機能やセキュリ
ティーをクライアント・アプリケーションの全機能と一
緒に集中管理できるメリットがあります。

仮想化
仮想化機能には、ハードウェア仮想化、OS仮想
化、アプリケーション仮想化の 3種類があります。
インテル®バーチャライゼーション・テクノロジー
（インテル® VT）などのハードウェア仮想化は、プ
ラットフォームの各部分を仮想化し、さまざまなレベ
ルで OSからアクセス可能にします。これによって、
複数のOS環境からハードウェア機能に直接アクセ
スできるようになり、パフォーマンスも向上します。OS

の仮想化では、仮想 OSをほかの OS上で動作させ
ることで、同じプラットフォーム上のほかの OSから
隔離できます。アプリケーション仮想化では、アプリ
ケーションはコンテナ内に仮想化され、そのコンテナ
がホストシステムに配信されます。これによりアプリ
ケーションは、パッケージされたときと同じ環境で動
作することが保証され、同じOS上で動作するほか
のアプリケーションから隔離されます。

ホステッド・コンピューティングと 
クラウド・コンピューティング
インターネットを介したホステッドサービスとしてソフ
トウェアを提供するサプライヤーが増えています。IT

組織は、こうしたサービスを利用して、インフラストラ
クチャーへの多額の投資を行うことなく、新しいサー
ビスをより迅速に提供し、ユーザーにより多くの選択
肢を提供できます。

ITのコンシューマー化
従来は、新しいテクノロジーはまず企業で採用され、
そのあとで消費者に普及していました。ネットワー
クと共有ストレージの家庭への普及に関しては、現
在もこの傾向が続いています。しかし、これとは逆の
傾向も急速に広がっています。現在ではさまざまな
テクノロジーが、まず消費者に採用され、その後で
企業に普及しています。そのようなテクノロジーに
は、インスタント・メッセージング、ソーシャルメディ
ア、スモール・フォームファクター・プラットフォーム、
ワイヤレス・ネットワーキング、MIDなどが挙げられ
ます。こうしたコンシューマー化によって、エンター
プライズ・ユーザーの選択肢が増え、IT用と個人用
に同じ機器を使用する可能性が広がります。

主要な価値領域
VUEの開発が進むにつれて、3つの主要な領域で
潜在的な価値が見えてきました。

クライアント・ハードウェアの配布
現在、IT部門では少数の選定済みハードウェア・プ
ラットフォームのみを供給し、限られた数の ITアプ
リケーションをサポートしています。セキュリティー
の脅威となる可能性があるため、従業員が個人の
アプリケーションをインストールすることは許可して
いません。

VUEが導入されると、この状況は一変します。
インテル IT部門では、クライアント・ハードウェアの
購入と配布が全く不要になる可能性があります。
代わりに、従業員が希望のプラットフォームを購入
できるようになります。

従業員は、購入したプラットフォームを使用して、写
真 /ムービー編集、Voice over IP（VoIP）、パー
ソナル・ビジネス・ソフトウェアなど、お気に入りの
コンシューマー・アプリケーションを実行できます。
ITアプリケーションは、同じプラットフォーム上の保
護された「バブル」（仮想化環境）内で動作します。

従業員が使用する個人のアプリケーションはVUE

の外部で動作し、VUEの妨げにならないため、
IT部門はこれらのアプリケーションには関与しま
せん。技術上の可能性としては、ユーザーは VUE

と個人のアプリケーションをそれぞれ異なるOS上
で柔軟に実行することもできます。

ポータビリティーと機器に  
依存しないモビリティー
IT部門では、IT環境を仮想化すれば、IT環境がさ
まざまなプラットフォーム間で移植可能になること
をすぐに認識しました。技術上の可能性としては、
VMのホスティングに対応したあらゆる機器がVUE

をホスティングできます。最終的には、従来のフル
機能を備えたPCクライアント以外のプラットフォー
ム（超小型ノートブックPCや、インテル® Atom™ プ
ロセッサーを搭載したハンドヘルド・サイズの MID

など）もVUEに対応することになるでしょう。ユー
ザーは、外出先から任意の対応機器を使用して
VUEにアクセスできるようになります。
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コンシューマー・
アプリケーション 企業データと

個人データ

ITアプリケーション

ITセキュリティー/管理層

オペレーティング・システム

BIOS

プラットフォーム・ハードウェア

このような認識により、モビリティーについての新たな発想が促され、
デバイスに依存しないモビリティーの構想が導き出されました。従
来のモビリティーの定義は、外出先にコンピューターを携帯すること
でした。インテルの構想では、モビリティーはハードウェア・プラット
フォームそれ自体からアプリケーションとデータのレベルに移行しま
す。モビリティーは、どこにいても多様な機器から ITアプリケーション
およびデータにアクセスできる機能として再定義されます。これらの
機器には、自宅やインターネット・カフェに置かれるフル機能を備えた
デスクトップ PCから、MID、テレビや車載型コンピューターまでが含
まれます。

ITの標準化とユーザーの選択肢
インテル IT部門では、他社の IT組織と同じように、標準化による
TCOの削減を進めています。現在は、ハードウェア・プラットフォー
ムおよび OSの標準化が中心となっています。VUEが導入されると、
クライアントの標準化についての考え方は一新されます。標準化は、
ハードウェアとOSのレベルではなく、VUEの内部で行われます。した
がって、エンドユーザーはハードウェア・プラットフォーム、OS、コン
シューマー・アプリケーションを自由に選択できます。

VUEアーキテクチャー
図 2と図 3は、従来のクライアント・アーキテクチャーと VUEの初
期バージョンを比較したものです。図 3は、現在または今後 12～
18カ月間に利用可能なテクノロジーを使用して実現可能な機能を
示しています。

従来のクライアント・モデルでは、個人のデータと企業のデータがプ
ラットフォームに組み込まれ、ユーザーデータとして共存しているた
め、簡単には分離できません。対照的に、VUEアプローチでは、個人
のデータと企業のデータは明確に分離されます。したがって、IT部門
は VUEを通して、インテルのデータ保管 /管理ポリシーを企業固有
のデータにのみ簡単に適用することができます。

ITデータとアプリケーションの保護のため、VUE環境は暗号化され
ます。また VUEの内部では、IT部門が選んだセキュリティー・ソフト
ウェアが動作します。その一方でユーザーは、個人環境の保護のた
めに、自分で選んだセキュリティー・ソフトウェアを使用できます。

IT部門は、VMポリシー管理ソフトウェアを使用してVUEを制御しま
す。これによって、VUEの内部からのみ企業ネットワークへのアクセ
スを許可するなどのポリシーを適用できます。また、バブル（仮想化
環境）の有効期間や、ユーザーが USBデバイスから VUEにデータ
をロードできるかについても指定できます。また、プラットフォームに
組み込まれたインテル® vPro™ テクノロジーがリモート管理を支援し、
インテル® VTによって仮想化ソフトウェアのパフォーマンスが向上し
ます。

VUEの初期バージョンは、近い将来利用可能なテクノロジーで実現可
能な機能を示しているに過ぎませんが、図 2に示した従来のクライアン
ト・アーキテクチャーからはすでに根本的な決別がなされています。

図 2. 現在の ITプラットフォーム 
ITアプリケーション /データがプラットフォームに組み込まれている。 
個人のデータと企業のデータがユーザーデータとして共存。

クラウド・コンピューティング

マネージド仮想コンテナ

Microsoft* Windows* XP

ストリーミングされるアプリケーション

企業データ

ITセキュリティー /管理層

Microsoft* Windows*

vPro™ テクノロジー インテル® Core™2 プロセッサー

インテル® バーチャライゼーション・テクノロジーおよび
インテル® vPro™ テクノロジーをサポートする BIOS/EFI

個人データ

VPN コンシューマー・
アプリケーション

コンシューマー・
セキュリティー層

仮想マシンポリシー
管理

ストリーミング
管理

データストレージ
管理

図 3. 仮想ユーザー環境（VUE）の初期アーキテクチャー
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ユーザーのクライアント・デバイス上で、VUEは
VMの内部でマネージド仮想コンテナとして動
作します。インテル IT 部門では、クラウド・コン
ピューティング手法を使用します。クラウド・コン
ピューティングでは、OS、アプリケーションおよび
データは、インテルのデータセンターに置かれた
サーバーまたはサプライヤーがホスティングする
サーバーにリモートで格納され、ユーザーの要求
に応じてコンテナにストリーミングされるか、USB

ストレージデバイスで運ばれるか、両方の方法を
組み合わせて提供されます。

プロトタイプ
インテル IT部門では、この初期アーキテクチャー
の主要な要素を含むプロトタイプを実装しまし
た。このプロトタイプでは、クライアント・システム
には Microsoft* Windows*または Linux*を
搭載したインテル® Core™2 Duoプロセッサーを
搭載した標準的な企業向け PCおよびコンシュー
マー PCを使用し、VUE OSには Microsoft* 

Windows* XPを使用します。

このプロトタイプでは、定評あるVMソフトウェア・
サプライヤー製のハイパーバイザー・ソフトウェ
アと VMポリシー管理ソフトウェアを使用します。
既製のアプリケーション・ストリーミング製品を使
用して、VUE内部のクライアント・コンポーネント
とインテルの企業内サーバー上で動作するサー
バー・コンポーネントとの間で通信を行います。

現在のプロトタイプでは、市販のインターネット・
ベースのデータ・ストレージ・デバイスを使用して
クラウド・ストレージを提供するほか、ローカルに
データをキャッシュするオプションも提供します。
現在、このプロトタイプ環境はリムーバブル・メモ
リー上に置かれ、マシン間でプロトタイプ環境を
移動するときは各マシンの USBポートにメモリー
を挿入します。この方法で、インテルのシステムか
ら自宅のコンシューマー PCにプロトタイプを転
送できることを確認済みです。また、従来のクライ
アント機能はすべて、VUEの内部で利用可能で
す。IT 部門では、オフィスと自宅のいずれでも、
VUEを使用して企業ネットワーク経由で ITアプリ
ケーションにアクセスできることを実証しました。

インテル社内のベンチマークは、ハードウェア
仮想化によって仮想クライアントのパフォー
マンスが大幅に向上することを示しています。
ベンチマーク・テストには、vPro™ テクノロジー 

インテル® Centrino® 2（インテル® VT対応）を搭
載したノートブックPCを使用しました。その結果、
このプラットフォーム上の仮想クライアント環境
は、現在インテル IT部門で管理している1.8GHz 

インテル® Pentium® Mプロセッサー 750を搭載
したノートブック PC上のネイティブ・クライアント
環境に比べて、約 60%高速で動作することが分
かりました。

将来の VUE

VUEの基礎となるテクノロジーは今なお、急速
に進化し続けています。その結果、新しいテクノロ
ジーで可能になる新しい機能が追加され、VUE

も進化していくことが予想されます。図 4は、約 2

年以内に実現すると予想される機能を示していま
す。現在はこれらの機能はまだ存在しないため、
将来の可能性についての以下の説明には推測
が含まれます。

重要な変化の 1つは、クライアント・ネイティブ・ハ
イパーバイザーが追加されることです。この層は
クライアント環境全体の基盤となるため、企業の
アプリケーションと個人のアプリケーションはい
ずれも、このハイパーバイザーによってホスティン
グされる仮想コンテナの内部で動作することにな
ります。この構成では、IT環境の保護が強化され
ます。ハイパーバイザーにより、各ゲストOSはク
ライアント・ハードウェア・リソースに直接アクセ
スできます。これによって、1つのクライアント・プ
ラットフォーム上で、互いに完全に分離された複
数の OSを同時に稼動できるようになります。この
構成では、各ゲストOSのパフォーマンスとセキュ
リティーはホストOSに依存しません。ホストOS

を介したゲストOSの操作が許されないため、セ
キュリティーが強化されます。

この将来のシナリオでは、個人の環境で大量の
処理を必要とする作業（マルウェアのスキャンな
ど）が実行されたとしても、それが ITアプリケー
ションのパフォーマンスに影響を与えることはあり
ません。同様に、個人の OSがクラッシュした場合
でも、ITコンテナはその影響を受けません。サー
ビス /管理層は、VUE OSとは無関係に、VUEに
セキュリティー・サービスを提供します。

また、さまざまな目的に特化した仮想ミニ OSの
開発も予想されます。サーバーベースのソフト
ウェアでは、このような OSの開発はすでに行わ
れています。これらの軽量 OSにより、システムは
必要以上にリソースを消費することなく特定の機
能を実行できます。例えば、このようなミニ OS上
で VoIPを稼動する場面を想像できます。あるい
は、個人または企業の主要 OSをブートせずに
DVDプレーヤーとして PCを動作させるようなミ
ニ OSを使用すれば、起動時間の短縮とバッテ
リー持続時間のさらなる向上が実現します。
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仮想 IT
オペレーティング・システム
（OS）

ITアプリケーション

ユーザーの
企業データ

仮想
パーソナルOS

ユーザー・
アプリケーション

ユーザーの
個人データ

サービス・
アプリケーション/

VoIP

仮想
ミニOS

クライアント・ネイティブ・ハイパーバイザー

vPro™ テクノロジー インテル® Core™2 プロセッサー

仮想 ITクライアント・サービス /管理層

インテル® バーチャライゼーション・テクノロジーおよび
インテル® vPro™ テクノロジーをサポートするBIOS/EFI

クラウド・コンピューティング

仮想マシンポリシー
管理

ストリーミング
管理

データストレージ
管理

図 4. 将来の仮想ユーザー環境（VUE）の可能性

現在の制限
現在、VUEには次のような制限があります。

•   VUEが動作するには、各デバイスが仮想化環境に対応している必
要があります。モバイル機器やコンシューマー機器に搭載されるプ
ロセッサーが高性能化するにつれて（インテル® Atom™ プロセッ
サーなど）、デバイスの仮想化環境への対応は急速に進むと見込
まれます。

•  ブロードバンドの対応状況と通信速度は急速に改善されています
が、企業環境の外部では現在でもネットワーク帯域幅の制約があ
ります。

•  セキュリティーが課題となります。VUEデータはクラウド内に格納
されるため、ユーザーがさまざまなクライアントからVUEデータに
安全にアクセスするための新しいセキュリティー・サポート・モデル
が必要とされます。もう1つの課題は、現在、VUEクライアント・ソ
フトウェアはホストOS上で動作するため、非マネージドホスト環境
からの攻撃に対して脆弱であることです。将来は、クライアント・ネ
イティブ・ハイパーバイザーの使用により、このような攻撃に対して
VUEを保護できます。

•  メーカーは、ウルトラモバイル機器など、クライアント環境のタイプ
に合わせてアプリケーションを修正する必要があります。この作
業はすでに着手されていますが、まだ多くの作業が必要です。また
メーカーは、すべてのアプリケーションがハードウェアに直接アク
セスせずに仮想化環境内で動作することを確認する必要がありま
す。さらに、仮想化環境向けのより良いソフトウェア・ライセンス管
理モデルも開発する必要があります。

ビジネス上の利点
IT組織は、常にユーザーの好みと企業の責任のバランスを維持する
必要があります。現在、多くの IT組織は企業責任の重視に傾き、クラ
イアントを企業の資産として扱いがちです。このため、ユーザー向け
の機能が制限される傾向にあります。図 5に示すように、VUEが導
入されると、IT組織が選択を下す必要はなくなり、企業の責任とユー
ザーの好みを同時に充足できます。

• ロックダウン
• 高度なセキュリティー
• 管理権限なし
• 企業のアプリケーションのみ
• 企業のデータのみ

企業資産

• 完全な管理権限
• ソフトウェアをダウンロード可能
• 個人のアプリケーション
• 個人のデータ

個人

コンピューター企業資産 個人

図 5. 仮想ユーザー環境（VUE）により、 
IT組織は企業の責任とユーザーの好みを同時に充足可能
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VUE構想は、IT部門が提供している ITサービス
と従業員がそれを利用する方法を一新する可能性
があります。VUEが実現する新しい ITビジネスモ
デルは、IT部門と従業員のいずれにも大きなメリッ
トをもたらします。

IT部門の利点
この新しいアプローチにより、IT部門は、クライアン
ト・ハードウェア、管理機能、サポート、セキュリティー
の提供に関する新しいモデルを構築できます。

ハードウェアの配布とテクノロジーの採用
IT部門は、ハードウェアの購入と配布を行う必要
がなくなります。これにより、新しいテクノロジーを
迅速に採用できます。従業員は、あらかじめ選定さ
れた少数の ITプラットフォームの中から選択する
のではなく、さまざまなメーカーから提供される最
新のテクノロジーに基づいて自分のハードウェアを
選択できます。また、この手法により、新しいクライ
アント・システムの導入に要する時間が短縮されま
す。IT部門は新しいシステムに IT環境を直接スト
リーミングできるので、従業員は新しいシステムを
直ちに使用できます。

次のようなシナリオが考えられます。

•  ハードウェア購入手当を支給された従業員が、
ハードウェアを自分で選んで購入する。購入した
ハードウェアはその従業員の所有物となる。

•  少数の認定メーカーまたは推奨メーカーを指定
し、その中から従業員に選択させる。あるいは、
任意のメーカーからの購入を許可する。

•  VUE用の OSの選択肢を複数指定する。各 OS

は仮想コンテナの内部で動作するため、IT部門
はすべてのハードウェア・プラットフォームについ
て各 OSの動作を検証する必要はない。

管理機能
VUEアプローチは、IT環境の管理手法の改革を
促進し、一連のビジネス上の利点をもたらします。

IT部門は、IT資産の保護と管理のみに専念でき
ます。個人のデータの管理に関する責任は負いま

せん。従来のクライアント環境では、ユーザーの
ディスク・ストレージ全体に個人のデータと企業
のデータが混在しているため、企業データと個人
データの管理と保管に適切なポリシーを適用しに
くくなっています。VUEでは、企業のデータと個人
のデータが明確に分離されるため、IT部門は企業
データのみを効率的に管理できます。

マルチコア・プロセッサーの利用により、システム
の利用率とパフォーマンスを改善できます。1つ
以上のコアを VUE専用に割り当てて、企業アプリ
ケーションのパフォーマンスを保証できます。

新しいアプリケーションを迅速に配布できます。こ
れは、各ハードウェア・プラットフォームにアプリケー
ションを組み込む必要がなくなり、ストリーミングを
使用してアプリケーションを直ちに配信できるため
です。また、IT部門は仮想コンテナを開発している
ので、サービス指向アーキテクチャー（SOA）手法
のもと、このコンテナとその他のコンポーネントを
簡単に組み合わせることができ、新しいアプリケー
ションを迅速に開発できると思われます。

サポート
現在、クライアント・システムのサポートは、IT部門
の最大のコスト要因の 1つになっています。VUE

が導入されると、ハードウェアは従業員の所有物
となり、IT部門はハードウェアを管理する必要がな
くなります。これにより、全体的なハードウェア・サ
ポート・コストを大幅に削減できます。

これ以外にも多くのメリットが考えられます。例え
ば、従業員がインテルを退職するとき、IT部門は
クライアント IT資産を復元する必要はありません。
ハードウェアはすでに従業員の所有物であり、IT

部門はその従業員の VUEを終了するだけです。例
えば、現在、IT部門はオンサイトの請負業者が使
用するハードウェアの提供と管理を行っています。
VUEが導入されると、IT部門は請負業者が所有す
るシステム上で動作するバブルを提供するだけで
済みます。そしてこのバブルは、請負契約の終了時
に期限切れとなります。また、キオスクなどの共有
環境も従業員のパーソナル機器の VUEの内部に
配信されるため、IT部門は各環境の独自リファレン
ス・ビルドを作成する必要がなくなります。
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仮想ユーザー環境（VUE）

ITアプリケーションと
OS 1 ITアプリケーションと

OS 2

デバイス1
デバイス2

セキュリティー
現在、インテルのクライアント・ハードウェアは、すべての企業データと
個人データを対象とする単一の共通セキュリティー・ソリューションを
実行しています。ネイティブ・クライアント・ハイパーバイザー上にVUE

が導入されると、IT部門は企業環境を保護するだけで十分です。別々
の仮想クライアントを動作させることで、IT部門が管理と保護を担当
する領域が縮小すると期待できます。アプリケーションとOSはそれぞ
れの仮想空間内で動作できるため、単独ですべての脅威に対応するソ
リューションをプラットフォーム全体に適用するのではなく、各アイテム
に最適なセキュリティー・モデルを用意することが可能になります。

従業員の利点
バブルの概念は、幅広い選択肢、モビリティーの向上、信頼性の向上
によって、従業員の満足度と生産性の向上をもたらします。

幅広い選択肢
現在、IT部門では、限られた数の PC構成とアプリケーションをサポー
トしています。VUEが導入されると、従業員は希望のプラットフォーム
を購入し、自分で選んだコンシューマ向けアプリケーションを使用でき
ます。従業員は、IT部門が選定したプラットフォームの中から選択す
るのではなく、最新のテクノロジーに基づいてプラットフォームを選択
できます。IT環境と個人の環境は分離されるため、従業員はインテル
IT部門からサポートを受けながら、自分のハードウェア・サポート・サ
プライヤーを選択することもできます。また従業員は、個人で使用する
OSや、VUEに使用するOSも選択できます。図 6に示すように、2つ以
上のバブルを使用すれば、特定の OS上でのみ動作する高度なアプリ
ケーションの選択も可能です。

モビリティーの向上
VUEが導入されると、機器に依存しないモビリティーが現実のもの
になります。IT環境は特定のハードウェアに束縛されなくなり、ユー
ザーは任意の対応クライアント・ハードウェアから ITサービスにアク
セスできます。将来は、増え続けるモバイル機器やテレビなどの家電
製品からも ITサービスを利用できるようになるでしょう。これにより、
ユーザーの生産性と応答性は大きく向上します。

図 6. 仮想ユーザー環境（VUE）により、IT部門は 
各種のプラットフォーム上でOSとアプリケーションの 
さまざまな組み合わせを提供できる
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信頼性の向上

従業員が PCを紛失したり、ハードディスク・ドラ
イブが故障した場合、インテルに与える影響が大
幅に軽減されます。IT部門は、直ちにその従業員

の VUEを任意の新しいドライブに復元し、元のデ
バイス上の VUEを終了します。また、ITアプリケー
ションと従業員個人のアプリケーションが別々の
仮想環境内で動作し、アプリケーションが競合する
恐れがないため、システムの信頼性も向上します。

まとめ
インテル IT部門では、コンピューティングを提供する新たな方法を定義し、プロトタ
イプを実装して実現可能性を検証しました。現在 IT部門では、インテルの各事業部
および外部サプライヤーと協力して、インテルの技術的要件の定義と、業界による要
件充足の促進に取り組んでいます。インテル社内では、財務の専門家と協力して投
資収益率（ROI）の分析を行い、セキュリティー・チームと協力してリスクの評価と定
義を進めています。また、他社の IT組織と協力して、クライアント仮想化の実証実験
プロジェクトを実施しています。VUEは、IT部門が提供するサービスを変革し、IT部
門とユーザーのいずれにも大きなメリットをもたらす新しい ITビジネスモデルの開発
を可能にすると考えられます。
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略  語
インテル® VT インテル®バーチャライゼーション・テクノロジー
MID mobile Internet device：モバイル・インターネット機器
ROI return on investment：投資収益率
SOA service-oriented architecture：
 サービス指向アーキテクチャー

TCO total cost of ownership：総保有コスト
VM virtual machine：仮想マシン
VoIP Voice over IP

VUE Virtual User Environment：仮想ユーザー環境
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